
　７月から９月にかけて、市内10小学校の児童を対
象に、ごみ出前講座が開催されました。これは、各
家庭でごみの減量に取り組んでもらおうと今年から
始めたものです。市職員が講師となり、ごみ処理の
状況やリサイクルの大切さなど、クイズを交えなが
ら説明。子どもたちは楽しみながら受講していまし
た。また講座終了後には、ごみの減量に役立つ「生
ごみの水切り器」がプレゼントされました。

▲�市職員による出前講座を受講する児童たち。

新 ～岩崎泰依さん（東京都墨田区出身）～
たな地域おこし協力隊員が着任ご ～ごみ出前講座～

み減量化を目指して

　10月１日、本市で４人目となる地域おこし協力隊
員の委嘱式を行いました。新たに着任した岩崎さん
は、知覧武家屋敷庭園群を中心に、これまでの「見
る」観光から「体験する」観光を目指す新たなビジ
ネスに繋げる活動を行います。岩崎さんは「これま
でに培った服飾技術や飲食店勤務の経験、駐在した
インドでの活動を生かし、武家屋敷の素晴らしいと
ころをセールスしたい」と意気込みを語りました。

▲�今回着任した岩崎泰依さん（左）と市長。

　10月３日、市役所で㈱ファームファクトリーとの
立地協定式が行われました。㈱ファームファクト
リーは常温での保存が可能な焼芋の製造に成功。原
材料産地での製造で製品の安定供給を図るため、本
市に工場を新設することとなりました。この協定は、
同社が工場を新設するにあたり、建設・操業が円滑
に行われるよう相互協力体制を構築するもので、今
後の地域産業の活性化などが期待されます。

▲�市長と共に協定書を持つ㈱ファームファクトリー橋口貴樹社長（右）。

下 ～竹屋神社豊祭～
山田西太鼓踊り奉納さ ～（株）ファームファクトリーと立地協定～

つまいも加工工場を新設

　10月21日、川辺町勝目地区にある竹屋神社豊祭に
て下山田西太鼓踊りが奉納されました。この踊りは、
朝鮮出兵の際に従軍した兵士の出陣を祝ったのが由
来とされ、出陣、帰陣、凱旋の３つの踊りから成っ
ています。４つの団体が毎年一つずつ順に奉納して
おり、今年は下山田西の帰陣の踊りが奉納されまし
た。当日、神社での奉納は朝も早く肌寒い時間でし
たが、多くの人々が見物に訪れていました。

▲�踊りを奉納する下山田西の皆さん。小道具や衣装なども団体や踊りの種
類によって微妙に異なっています。
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　10月24日、畑の郷「水土利館」でアート作品の展
示が始まりました。11回目となる今年は明治維新
150周年にちなんだ「西郷どん」や「桜島と黒船」、
市の花である「ひまわり」、秋の味覚「柿」などをペッ
トボトルを利用して制作。また、地元の幼稚園児が
風車を飾り付け、色鮮やかな畑を創作しました。な
お、この展示は12月14日まで行われていますので、
足を運んでみてはいかがでしょうか。

▲�ペットボトルで作られたひまわりや風車を飾り付ける園児たち。

第 ～ふるさと自慢、味自慢～
25回小京都ふるさと祭豊 ～「水土利館」アート作品展示～

かに優しく！みどりの風2018

　10月28日、知覧平和公園自由広場で小京都ふるさ
と祭が開催されました。当日は晴天に恵まれ、オー
プニングの武者行列・灯ろう流し踊りが終わる頃に
は、行列ができるブースも見受けられるなど多くの来
場者でにぎわいを見せました。また、ステージショー
では保育園や各団体による太鼓やダンスのほか、猿回
しやお笑いライブ、稼木美優さんや丘みどりさんの歌
謡ショーが行われ、会場は大いに盛り上がりました。

▲�熱唱する丘みどりさんを目の前に、手拍子を取り、歌に聞き入る観客の
皆さん。�

　10月31日、小薗ツル子さんが100歳の誕生日を迎
えられました。市長が訪問し、特別敬老祝金と花束
を贈呈してお祝いしました。現在、同居している息
子の利夫さん夫妻へ普段から感謝の気持ちを忘れず
過ごしているという小薗さん。市長来訪に驚きなが
らも「ありがとうございます」と喜んでくれました。
他人に迷惑をかけないようにという気持ちを持って
過ごすのがご長寿の秘訣とのことです。

▲�小薗ツル子さん（中央）。好物は魚や鶏のお刺身だそうで、一日三食しっ
かり食事を摂っているそうです。

母 ～宮平みちよ絵画展 in 別府中～
校にありがとうの心をこめて百 ～小薗ツル子さん～

歳おめでとうございます

　10月29日から11月４日、今年度をもって廃校とな
る別府中学校で頴娃町別府出身のアマチュア画家、
宮平みちよさんが絵画展を開催しました。会場には
39点の大小さまざまな絵画が展示され、訪れた人は
熱心に見入っていました。宮平さんは「廃校となる
母校や地域を少しでも盛り上げられたらと思い開催
した。また、子どもたちが大きな絵画に直接触れる
いい機会になれば嬉しいです」と話しました。

▲会場を訪れた人々に一点ずつ絵の紹介をする宮平さん（左）。
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